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研究成果の概要（和文）：本研究では、認知症高齢者を働きながら在宅で介護する家族（就労家族介護者）が経
験する介護と仕事の両立における悩み（役割間葛藤）と対処方略、家族介護者のメンタルヘルスとの関連を検討
することを目的とした。就労家族介護者を対象として質問紙調査を行った結果、役割間葛藤および同葛藤へのコ
ーピングを測定する尺度が整備された。また、役割間葛藤の中でも、特にストレス反応に基づく介護―仕事葛藤
と介護・仕事－私生活葛藤が家族介護者のメンタルヘルスとの関連が強いこと、情動焦点型コーピングと、注意
制御機能の高い家族介護者では公的な介護支援サービスの利用がメンタルヘルスの維持に有効であることが示唆
された。

研究成果の概要（英文）：This study examined the relationship among inter-role conflict, coping 
strategies, and mental health of employed family caregivers of people with dementia. For this 
purpose, two scales that assess inter-role conflict and coping strategies for inter-role conflict 
were developed. The results suggest that, in particular, strain-based caregiving interfering with 
work and work and caregiving interfering with personal life exacerbate mental health of employed 
family caregivers. The results also suggest that emotion-focused coping and, in those with high 
attentional control, formal support seeking were effective in maintaining the mental health of 
employed family caregivers.

研究分野： 臨床心理学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
近年、わが国では認知症を有する高齢者

（認知症高齢者）の介護を担う世代が低年齢
化しており、働きながら在宅で介護を行う家
族（就労家族介護者）が増えている。就労家
族介護者の中には、介護と仕事の両立生活を
送ることに困難（役割間葛藤）を覚える者も
少なくなく、介護疲れを背景とした離職も珍
しくない。家族介護者の介護疲れや被介護者
である認知症高齢者の施設入所の背景には、
家族介護者のメンタルヘルスの悪化がある
と論じられてきたことを踏まえると、就労家
族介護者のメンタルヘルスの維持・向上は、
今後のわが国の家族介護者への支援におい
て不可欠な課題であると考えられる。しかし
ながら、これまでのわが国の認知症高齢者の
家族介護者への支援に関する研究では、就労
家族介護者が経験する役割間葛藤について
は十分に扱われてこなかった。 
ところで、これまで認知症高齢者の家族介

護者への心理学的支援においては、認知症の
症状への対応スキルやストレスマネジメン
トスキルの向上などに焦点を当てた、認知行
動療法に基づいたプログラムが一定の有効
性を有するとされてきた（Schoenmakers et 
al., 2010）。しかしながら、これらのプログラ
ムでは就労家族介護者の役割間葛藤の問題
は十分に扱われていないという問題があっ
た。直面している問題の種類に応じて有効な
対処方法は異なること（Lazarus et al., 
1984）を踏まえると、就労家族介護者への心
理学的支援においては、役割間葛藤の緩和に
有効な要因について検討することが必要で
あると考えた。 
 
２．研究の目的 
 本研究では、就労家族介護者の役割間葛藤
を緩和する要因、および役割間葛藤がメンタ
ルヘルスへ与える悪影響を緩和する要因に
ついて検討することを目的とした。家族介護
者のメンタルヘルスの検討においては、心理
学的ストレスモデル（Haley et al., 1996; 
Lazarus et al., 1984）を用いることが有用で
あることが指摘されている。本モデルでは、
ストレッサーに対する認知的評価やコーピ
ング、ソーシャルサポートが、家族介護者の
メンタルヘルスに影響を与える主要な要因
として扱われている。そこで本研究では、心
理学的ストレスモデルに基づいて、役割間葛
藤のメンタルヘルスへの悪影響を緩和する
要因として、上記の３つの要因を扱うことに
した。 
また、近年の認知行動療法に関する研究で

は、注意制御機能（Wells, 2002）の重要性が
指摘されている。仕事や介護などの複数の役
割の遂行においては、柔軟な注意の切り替え
が求められると推測されることから、本研究
では上記の３つの要因に加えて、注意制御機
能についても扱うことにした。 
 

３．研究の方法 
(1)役割間葛藤および役割間葛藤へのコーピ
ングの測定尺度の作成 
 役割間葛藤の就労家族介護者のメンタル
ヘルスへの悪影響の検討においては、まずわ
が国の就労家族介護者が経験する役割間葛
藤を定量的に測定できる尺度が必要となる。
これまでの研究では、就労家族介護者が経験
する役割間葛藤には仕事における要求が介
護役割の達成を阻害する「仕事―介護葛藤」
と、介護における要求が仕事役割の達成を阻
害する「介護―仕事葛藤」の２つの方向があ
ることが想定されてきた。しかしながら、わ
が国ではこれらの２つの方向を区別して測
定できる尺度は開発されていなかった。また、
本研究で検討する要因の１つである、役割間
葛藤へのコーピングを測定する尺度につい
ては、国内外を含めて開発されていなかった。
そこで、わが国の実情に即した就労家族介護
者の役割間葛藤および役割間葛藤へのコー
ピングの測定尺度を作成することにした。 
 就労家族介護者 456 名を対象として、３か
月の期間を置いた２回の質問紙調査を実施
した。役割間葛藤の尺度項目は、森本他
（2015）で得られた 100 項目を KJ 法の手続
きを用いて分類した結果得られた 34 項目を
用いた。役割間葛藤へのコーピングの尺度項
目については、森本他（2015）で得られた
109 項目に先行研究から収集した 11 項目を
加えた計 120 項目を、KJ 法の手続きを用い
て分類した結果得られた 42 項目を用いた。 
 
(2)役割間葛藤と認知的評価の関連 
 心理学的ストレスモデルでは、直面してい
る問題（ストレッサー）をどのように評価す
るかが、メンタルヘルスに直接的に影響を与
えることが想定されている（Lazarus et al., 
1984）。そして、これまでの家族介護者を対
象とした研究では、介護に対する自己効力感
を高めることが、良好な認知的評価につなが
ることが指摘されてきた（Cheng et al., 
2013）。そこで、介護に対する自己効力感が
役割間葛藤を緩和するかどうかについて検
討した。就労家族介護者456名を対象として、
３か月の期間を置いた２回の質問紙調査を
実施した。 
 
(3)役割間葛藤とコーピングおよび注意制御
機能の関連 
 これまでの家族介護者を対象とした研究
では、自身の気持ちの緩和に焦点を当てた情
動焦点型コーピングが、家族介護者のメンタ
ルヘルスの維持に有効であることが指摘さ
れてきた（Li et al., 2012）。一方で、これま
での研究では介護負担に対するコーピング
の有効性が検討されており、役割間葛藤に対
してどのようなコーピングが有効であるの
かについては明らかにされていなかった。ま
た、コーピングの選択過程には注意制御機能
が密接に関わっていることが指摘されてき



た（木村他, 2011）。このため、役割間葛藤に
対するコーピングの有効性は注意制御機能
の高低によって異なることが想定された。そ
こで、役割間葛藤に対するコーピングの有効
性について、注意制御機能を考慮して検討し
た。就労家族介護者 456 名を対象として、３
か月の期間を置いた２回の質問紙調査を実
施した。 
 
(4)役割間葛藤とソーシャルサポートの関連 
 これまで家族介護者のソーシャルサポー
トについては、主に家族や友人などの私的な
ソーシャルサポートと訪問介護やデイサー
ビスなどの公的なソーシャルサポートの２
種類のサポート源の有効性について検討が
行われてきた。そして、私的なソーシャルサ
ポート（特に情緒的サポート）は家族介護者
のメンタルヘルスの維持に有効である一方
で、公的なソーシャルサポートの有効性は一
貫しないことが指摘されてきた（Chien et al., 
2011; Vandepitte et al., 2016）。そこで、私
的なソーシャルサポートが役割間葛藤の緩
和および役割間葛藤の就労家族介護者のメ
ンタルヘルスへの悪影響を緩和するかにつ
いて検討した。就労家族介護者 456 名を対象
として、３か月の期間を置いた２回の質問紙
調査を実施した。 
 
４．研究成果 
(1)役割間葛藤および役割間葛藤へのコーピ
ングの測定尺度の作成 
 データ分析の結果、役割間葛藤については、
時間に基づく介護―仕事葛藤、ストレス反応
に基づく介護―仕事葛藤、行動に基づく介護
―仕事葛藤、仕事―介護葛藤、介護・仕事―
私生活葛藤の５下位尺度 20 項目から構成さ
れる「介護―仕事葛藤尺度」が作成され、十
分な信頼性と妥当性を有することが確認さ
れた。 
 役割間葛藤へのコーピングについては、予
定の調整、介護役割の軽減、情動焦点型コー
ピング、私的支援追及、公的支援追及の５下
位尺度 25 項目から構成される「役割間葛藤
へのコーピング尺度」が作成され、一定の信
頼性を有することが確認された。 
 
(2)役割間葛藤と認知的評価の関連 
 データ分析の結果、本研究で扱った２つの
介護に対する自己効力感（認知症の症状マネ
ジメントに対する自己効力感、セルフケアに
対する自己効力感）について、認知症の症状
マネジメント自己効力感が高いほど、時間に
基づく介護―仕事葛藤が多いこと示された。
また、セルフケアに対する自己効力感が高い
ほど、時間に基づく介護―仕事葛藤、ストレ
ス反応に基づく介護―仕事葛藤、介護・仕事
―私生活葛藤の３つの役割間葛藤が少ない
ことが示された。しかしながら、これらの関
連は１時点における横断的データにおいて
のみ見られ、３か月の期間を置いた縦断的デ

ータにおいては見られなかった。 
 介護に対する自己効力感が、介護負担の増
加に伴う将来の役割間葛藤の増加を防ぐこ
とができるかどうか（緩衝効果）について検
討したところ、認知症の症状マネジメントに
対する自己効力感およびセルフケアに対す
る自己効力感ともに、緩衝効果は見られない
ことが示された。むしろ、認知症の症状マネ
ジメントに対する自己効力感が高い場合は、
１回目の調査における介護負担の高さが、３
か月後の２回目の調査における役割間葛藤
（特に行動に基づく介護―仕事葛藤と介
護・仕事―私生活葛藤）の高さにつながって
いた。これらの結果から、認知症の症状マネ
ジメントに対する自己効力感が高い就労家
族介護者は介護に積極的に取り組むことで、
仕事や自身の私生活が犠牲になっているこ
とが考えられた。 
 
(3)役割間葛藤とコーピングおよび注意制御
機能の関連 
 データ分析の結果、予定の調整と介護役割
の軽減を多く使用しているほど、横断的およ
び縦断的データともに、メンタルヘルスが不
良であった。一方で、情動焦点型コーピング
を多く使用しているほど、横断的および縦断
的データともに、メンタルヘルスが良好であ
った。しかしながら、これらのコーピングが、
役割間葛藤がメンタルヘルスに与える悪影
響を緩和するかどうか（緩衝効果）を検討し
たところ、予定の調整、介護役割の軽減、情
動焦点型コーピングのいずれのコーピング
においても緩衝効果は見られなかった。 
 私的支援追及と公的支援追及は全体的に
メンタルヘルスと直接な関連は見られなか
ったが、注意制御機能の高い就労家族介護者
が、ストレス反応および行動に基づく介護―
仕事葛藤に対して公的支援追及を多く行っ
ている場合は、３か月後のメンタルヘルスの
悪化は見られなかった。一方で、注意制御機
能が低い就労家族介護者が、これらの役割間
葛藤に対して公的支援追及を多く行ってい
る場合は、３か月後のメンタルヘルスの悪化
が見られた。 
 その他、注意制御機能が高いほど、横断的
および縦断的データともに、メンタルヘルス
が良好であった。 
 
(4)役割間葛藤とソーシャルサポートの関連 
 データ分析の結果、情緒的および道具的な
私的なソーシャルサポートが多いほど、横断
的データにおいては、一部の役割間葛藤が少
なかった。一方で、これらの私的なソーシャ
ルサポートは、介護負担の多さが役割間葛藤
の増加を通して、就労家族介護の将来のメン
タルヘルスに与える悪影響を緩和する効果
（緩衝効果）は有さないことが示された。 
 本研究の結果を総合すると、情動焦点型コ
ーピングの使用は就労家族介護のメンタル
ヘルスの維持に有効であることが示唆され



たものの、これまでの認知症高齢者の家族介
護者を対象とした検討において、家族介護者
のメンタルヘルスの維持に有効であるとさ
れてきた要因（介護に対する自己効力感、コ
ーピング、私的なソーシャルサポート）だけ
では、就労家族介護が経験する役割間葛藤の
緩和およびメンタルヘルスの維持には十分
ではないことが示唆された。一方で、本研究
で取り上げた注意制御機能を高めることが、
就労家族介護のメンタルヘルスの維持に有
効であることが示唆された。また、注意制御
機能を高めることで、一部の役割間葛藤に対
しては、公的な介護支援サービスの利用（公
的支援追及）が就労家族介護のメンタルヘル
スの維持に有効に働くことが示唆された。 
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